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問題全体の出題のねらい
「銅像」が最もよく見える位置を考察するという日常生活の問題を題材とし，事象の特徴を捉えて数

学的な表現を用いて表現する力（事象を数学化する力），数学化された問題を解決するための見通し
を立てる力（構想力），解決過程を振り返り，得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力を
問うた。

なお，本問題は，具体的 ・実践的な課題解決方法に対して，数学を活用し，数学的論拠に基づいて
課題を解決する場面を設定することで，「数学のよさ」を認識させることもねらいとして構成している。

モデル問題例４
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＜正答例＞

〔1〕(1) ア ⑦

(2) (ⅰ) あ

モデル問題例４
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＜正答例＞

〔1〕(2) (ⅱ) い (ⅲ) ① イ ７

② ウ ③

③ エ ③

モデル問題例４
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モデル問題例４

問題冊子 P10
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